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1 初期状態（×1.0) 36×25 199×139
2 ×1.4 50×35 279×195
3 ×2.0 72×50 399×279
4 ×2.4 85×59 478×334
5 ×2.6 95×66 530×371
6 ×2.8 100×70 560×392
7 ×3.0 107×75 600×420
8 ×3.6 129×90 720×504
9 ×4.0 143×100 800×560























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































画像スクロール小 ー ー ー ー






















































































































































































































































































































































































































































































































石井亮登・森田ひろみ (2013) 縦スクロール表示された文章の快適な読み速度と眼球運動 





































































































































































































































実験パターンA 1 2 4 3
実験パターンB 2 3 1 4
実験パターンC 3 4 2 1
実験パターンD 4 1 3 2
条件Ⅰ．小画面画像移動条件の実験の時の説明 
 机の前に用意した椅子に座ってもらい、サイズにあった練習用プログラム
exp2c(9,1,1,’id’)を立ち上げる。 
椅子の高さを調節してください。 
　　本実験では、机の上に置かれたディスプレイに呈示されるマンガを黙読してもらいま
す。マンガは1ページずつ表示されますが、ディスプレイ中央に用意された四角い表示画
面外の部分は黒くなっており、表示画面を通してしか見ることはできません。そこで、表
示画面内で画像をスクロールさせて、読んでください。　 
　操作はタッチで行います。タッチはどちらか片方の手で行ってください。タッチパネル
に触れる時はタッチパネルが動かないように気をつけてください。 
　実験が始まると灰色に塗られた表示画面と、その下に小さなボタンが表示されます。ボ
タンにタッチすると、表示画面内にマンガが表示されます。表示画面内にタッチし、指を
動かすことにより、表示画面内の画像が指の動きを追うようにスクロールします。指が表
示画面内に触れているときだけスクロールすることができます。指が表示画面から外れた
り、ディスプレイから離れると止まります。そのページを読み終わったら、表示画面の下
のボタンにタッチしてください。次のページが表示されます。前のページに戻ることはで
きませんので、注意してください。最後のページを読み終え、ボタンにタッチすると、プ
ログラムは終了します。ここまでで何か質問はありませんか？ 
　では、練習を行います。操作の確認を行ってください。練習用のマンガは５ページ程度
です。 
マウスを邪魔じゃない位置に下げておく。練習を開始する。 
それではボタンにタッチして読み始めてください。 
これで練習は終わりです。 
それでは、本番を始めます。 
実験プログラムを立ち上げ、exp2c(作品番号,1,1,’id’)、ファイル名と開始時刻をメモし
ておく。 
それではボタンにタッチして読み始めてください。 
プログラムが停止したら、終了時刻をメモしておく。 
ありがとうございました。 
それでは2分間の休憩に入ります。 
次の条件を確認する。 
条件２．大画面画像移動条件の実験の時の説明 
 机の前に用意した椅子に座ってもらい、サイズにあった練習用プログラム
exp2c(9,1,2,’id’)を立ち上げる。 
椅子の高さを調節してください。 
　　本実験では、机の上に置かれたディスプレイに呈示されるマンガを黙読してもらいま
す。マンガは1ページずつ表示されますが、ディスプレイ中央に用意された四角い表示画
面外の部分は黒くなっており、表示画面を通してしか見ることはできません。そこで、表
示画面内で画像をスクロールさせて、読んでください。　 
　操作はタッチで行います。タッチはどちらか片方の手で行ってください。タッチパネル
に触れる時はタッチパネルが動かないように気をつけてください。 
　実験が始まると灰色に塗られた表示画面と、その下に小さなボタンが表示されます。ボ
タンにタッチすると、表示画面内にマンガが表示されます。表示画面内にタッチし、指を
動かすことにより、表示画面内の画像が指の動きを追うようにスクロールします。指が表
示画面内に触れているときだけスクロールすることができます。指が表示画面から外れた
り、ディスプレイから離れると止まります。そのページを読み終わったら、表示画面の下
のボタンにタッチしてください。次のページが表示されます。前のページに戻ることはで
きませんので、注意してください。最後のページを読み終え、ボタンにタッチすると、プ
ログラムは終了します。ここまでで何か質問はありませんか？ 
　では、練習を行います。操作の確認を行ってください。練習用のマンガは５ページ程度
です。 
マウスを邪魔じゃない位置に下げておく。練習を開始する。 
それではボタンにタッチして読み始めてください。 
これで練習は終わりです。 
それでは、本番を始めます。 
実験プログラムを立ち上げ、exp2c(作品番号,1,2,’id’)、ファイル名と開始時刻をメモし
ておく。 
それではボタンにタッチして読み始めてください。 
プログラムが停止したら、終了時刻をメモしておく。 
ありがとうございました。 
それでは2分間の休憩に入ります。 
次の条件を確認する。 
条件3．小画面窓移動条件の実験の時の説明 
 机の前に用意した椅子に座ってもらい、サイズにあった練習用プログラム
exp2c(9,3,1,’id’)を立ち上げる。 
椅子の高さを調節してください。 
　本実験では、机の上に置かれたディスプレイに呈示されるマンガを黙読してもらいます。
マンガは1ページずつ表示されますが、ディスプレイ中央に用意された四角い表示画面外
の部分は黒くなっており、表示画面を通してしか見ることはできません。そこでこのマン
ガが表示されている表示画面をスクロールさせ、マンガを読み進めてもらいます。　 
　操作はタッチで行います。タッチはどちらか片方の手で行ってください。タッチパネル
に触れる時はタッチパネルが動かないように気をつけてください。 
　実験が始まると灰色に塗られた表示画面と、その下に小さなボタンが表示されます。ボ
タンにタッチすると、表示画面内にマンガが表示されます。表示画面内にタッチし、指を
動かすことにより、表示画面がその指の動きを追うようにスクロールします。指が表示画
面内に触れているときだけスクロールすることができます。指が表示画面から外れたり、
ディスプレイから離れると止まります。そのページを読み終わったら、表示画面の下のボ
タンにタッチしてください。次のページが表示されます。前のページに戻ることはできま
せんので、注意してください。最後のページを読み終え、ボタンにタッチすると、プログ
ラムは終了します。ここまでで何か質問はありませんか？ 
　では、練習を行います。操作の確認を行ってください。練習用のマンガは５ページ程度
です。 
マウスを邪魔じゃない位置に下げておく。練習を開始する。 
それではボタンにタッチして読み始めてください。 
これで練習は終わりです。 
それでは、本番を始めます。 
実験プログラムを立ち上げ、exp2c(作品番号,3,1,’id’)、ファイル名と開始時刻をメモし
ておく。 
それではボタンにタッチして読み始めてください。 
プログラムが停止したら、終了時刻をメモしておく。 
ありがとうございました。 
それでは2分間の休憩に入ります。 
次の条件を確認する。 
条件４．大画面窓移動条件の実験の時の説明 
 机の前に用意した椅子に座ってもらい、サイズにあった練習用プログラム
exp2c(9,3,2,’id’)を立ち上げる。 
椅子の高さを調節してください。 
　本実験では、机の上に置かれたディスプレイに呈示されるマンガを黙読してもらいます。
マンガは1ページずつ表示されますが、ディスプレイ中央に用意された四角い表示画面外
の部分は黒くなっており、表示画面を通してしか見ることはできません。そこでこのマン
ガが表示されている表示画面をスクロールさせ、マンガを読み進めてもらいます。　 
　操作はタッチで行います。タッチはどちらか片方の手で行ってください。タッチパネル
に触れる時はタッチパネルが動かないように気をつけてください。 
　実験が始まると灰色に塗られた表示画面と、その下に小さなボタンが表示されます。ボ
タンにタッチすると、表示画面内にマンガが表示されます。表示画面内にタッチし、指を
動かすことにより、表示画面がその指の動きを追うようにスクロールします。指が表示画
面内に触れているときだけスクロールすることができます。指が表示画面から外れたり、
ディスプレイから離れると止まります。そのページを読み終わったら、表示画面の下のボ
タンにタッチしてください。次のページが表示されます。前のページに戻ることはできま
せんので、注意してください。最後のページを読み終え、ボタンにタッチすると、プログ
ラムは終了します。ここまでで何か質問はありませんか？ 
　では、練習を行います。操作の確認を行ってください。練習用のマンガは５ページ程度
です。 
マウスを邪魔じゃない位置に下げておく。練習を開始する。 
それではボタンにタッチして読み始めてください。 
これで練習は終わりです。 
それでは、本番を始めます。 
実験プログラムを立ち上げ、exp2c(作品番号,3,2,’id’)、ファイル名と開始時刻をメモし
ておく。 
それではボタンにタッチして読み始めてください。 
プログラムが停止したら、終了時刻をメモしておく。 
ありがとうございました。 
それでは2分間の休憩に入ります。 
次の条件を確認する。 
5.実験後調査 
ありがとうございました。これでマンガを読む実験は終了になります。 
最後に調査にご協力ください。 
 記入内容の確認をする。 
これで実験はすべて終了となります。ありがとうございました。 
（謝礼金が有る場合、謝礼金を渡す）
